




鈴鹿高専は、抗バイオフィルム材料の試験方法のISO規格化に向け、
SIAAと共同で研究。そこで開発された試験方法は、����年�月��日
に正式にISO規格化され、世界基準となりました。
これにより、SIAAによる品質保証基準の確立、およびその基準を踏ま
えた抗バイオフィルム材料の開発へ進めます。また、「バーチャル研究
所」で、鈴鹿高専の持つ抗バイオフィルム材料の技術と、他高専の技
術を組み合わせた材料開発も可能に。バイオフィルム内の細菌を不
活性化させるだけでなく、その効果を長期的に持続させるための材
料開発がポイントになります。

「鈴鹿教育モデル」の実践により、
分野横断能力・思考力・創造力の向上へ
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鈴鹿高専が開発した試験方法が世界基準に！
新素材材料の開発・評価へ

/ テーマResearch theme

「バーチャル研究所」によって他高専・産学官との連携を深め、新素材開発による社会実装を目指す
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高専・産学官の協働研究チームを
活用した新素材開発と

イノベータ育成プログラムの構築

テーマ設定の背景

元来、マテリアル（材料）系の研究分野は同じ分野内での応
用が難しく、他分野で研究・開発されている製品・サービス
に対して、新素材開発の部分で貢献することで、成果を創
出してきました。そこで、「他分野での応用」に重点を置くた
め、中核拠点校と協力校の計�高専のプラットフォームが連
携した 「バーチャル研究所」を設置。さらに発展した研究・
開発を目指せるようにしました。
例えば、抗菌・抗ウイルス・抗バイオフィルムの研究・開発が
挙 げられます。この分野 への関心はCOVID-��の影響で
����年以降上昇しており、抗菌・抗ウイルスの試験方法を
提案（後にISO規格化）したSIAA（一般社団法人 抗菌製品
技術協議会）の会員数は近年増加傾向です。しかし、抗バイ
オフィルム材料（製品）の試験方法はISO規格化されておら
ず、統一的な基準のもと研究・開発ができる状況ではあり
ませんでした。

※SIAA「中期計画最終年度の振返りと今期中期３カ年（����年�月～）の
　計画」より（����）

SIAA（抗菌製品技術協議会）の会員数の推移
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※中津川 直樹（一社）抗菌製品技術協議会（SIAA）バイオフィルム委員会
　「抗バイオフィルム加工製品の認証制度構築に向けて」より（����）

抗バイオフィルム加工製品の市場規模（概算値）

国内市場

12.36兆
円1.65兆

円

海外市場

ISO規格認定の抗バイオフィルム材料が実現すると・・・

ポリマー（材料）に抗バイオフィルム材料を塗布
する技術が完成することで、抗菌作用を持続さ
せた抗バイオフィルムが可能になるだけでなく、
水によって簡単にバイオフィルムを洗い流すこ
とも可能になります！

効率的に配管等が機能することで
省エネの見地からも効果を発揮

衛生的な住環境の整備だけでなく
医療における細菌汚染・感染も防止

塗布塗布

抗バイオフィルム材料抗バイオフィルム材料

ポリマー（材料）ポリマー（材料）

材料表面材料表面

バーチャル研究所

呉高専

大分高専

鈴鹿高専

小山高専

鶴岡高専

高専の技術を集結させた、抗バイオフィルム材料の開発イメージ

▲新素材キャンプで、
　レーザーラマン分光光度計を操作

人材の社会実装を目指し、課題を解決するための能力を実践的に養う取り組み
の一例として、����年�月に「新素材キャンプ」を開催。研究能力や意見交換力を
高めるための本キャンプには、教員とマテリアル分野�高専の学生の計��名が参
加し、高度分析機器の利用研修や、それを用いた分析、成果発表を行いました。ま
た、新素材キャンプによる学生能力の向上具合を定量的に測定。キャンプをマ
ニュアル化することで、各高専への展開を目指しています。

ポリマー 細菌・微生物

材料表面

バイオフィルムのイメージ図

水回りに発生する“ぬめり”に代表される、細菌や
微生物から分泌されたポリマーからなる物体のこと

バイオフィルムとは？

・生活環境の不衛生化
・汚染先が配管の場合は、配管機能も低下

バイオフィルムで汚染されると・・・
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協力校

鈴鹿高専
兼 松  秀 行
共同研究推進センター
ユニットリーダー

鶴岡高専
上 條  利 夫
創造工学科
化学・生物コース
ユニットサブリーダー
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江 口  正 徳
電気情報工学分野
ユニットサブリーダー

小山高専
加 藤  岳 仁
機械工学科
ユニットサブリーダー

大分高専
尾 形  公 一 郎
機械工学科
ユニットサブリーダー
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